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Creating music based on music-specifi c knowledge and skills (MSKS) in elementary schools:  
Comparing textbooks published in 1961 and 2020

Ai Kumagai

Abstract: Creating music is a common activity in elementary schools. Using the current 
curriculum, music is made that does not necessarily require expertise or abilities unique to 
music departments. In this study, we organized music-specific knowledge and skills (MSKS) 
required to create music in elementary school and clarified the characteristics of relevant 
textbooks that emphasize basic academic ability published in 1961 and 2020 from the viewpoint 
of MSKS. The textbooks published in 1961 are grounded in the style of Western music and 
incorporate many MSKS. The textbooks published in 2020 facilitate the acquisition of necessary 
knowledge and skills, increase the variety of activities, and utilize critical thinking, judgment, 
and self-expression.
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１．研究の背景と目的

　小学校音楽科は，「歌唱」「器楽」「音楽づくり」か
らなる表現領域と，「鑑賞」からなる鑑賞領域で構成
されている。そのうち「音楽づくり」とは，音を用い
た即興的な表現や，旋律・リズムをつくるなどの創作
活動を行うものであるが，この音楽をつくる創作活動
について，以前から苦手意識がある教員が多いことが
指摘されていた（高須，2012；中島ら，2016）。その
ような現状のなか，小学校教諭である村上（2020）は，

周囲の教師たちの声として「教科書に沿って授業を行
おうとしたが，学習活動から子供たちが何を学んだ
のだろうか」（p.58）という指導の悩みを挙げている。
実際に，小学校音楽科教科書における創作活動を概観
したところ，その活動の１つに，選択肢のなかから選
んだ音やリズムをモティーフとし，その組合せによっ
て音楽をつくる活動が示されていた。組合せは，現行
の学習指導要領で求められている「思考力」や「判断力」
と関わっていると捉えることもできるが，音楽に関す
る知識や技能を必ずしも必要としない。この組合せに
よる創作活動は，音楽に関する知識の獲得や演奏技能
の鍛錬を前提としない。それにもかかわらず，「思考力」
や「判断力」は「領域固有な知識や技能」と関連付け
ながら育むことが求められている（奈須；2020）。こ
のような矛盾が現場に葛藤を生み，先述したような教
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員の悩みの原因となっている可能性がある。ところで，
基礎学力の充実のための系統的な指導が色濃く求めら
れていたのが，昭和33年告示学習指導要領である。当
時の教科書について宮野（1997）は，基礎教育重視の
表れとして，聴音や楽典などの訓練的な単元が配置さ
れていたことを挙げ，このような基礎の扱いについて，

「個人差も大きく表現化しやすい」（p.84）とし，音楽
に対する苦手意識を与える結果につながったと考察し
ている。また，当時の創作活動について山本（2000）は，

「紋切り型の創作指導」（p.80）と批判的な見方をして
いる。確かに，音楽の専門的な知識・技能に偏った時
期であったが，音楽固有の知識・技能と創作活動が密
接に関係した指導のモデルとして一定の意味をもって
いる。
　創作活動の先行研究としては，その取り組み方を提
案したもの（森；2018）や，近年の活動の課題を指摘
したもの（木下；2017），創作活動を通して得られる
力や意義について述べたもの（坪能ら；2012）があ
る。また，教科書における創作活動の内容の特徴や史
的変遷を述べたものもある（佐野；2018，石田・日吉；
2018）。しかし，具体的な活動の脈絡を教科固有の知識・
技能の視点から分析した研究はない。一方，森（2022）
は，音楽科の活動における知識について，行動に見ら
れる知識の重要性に着目し，実際の歌唱や鑑賞の授業
で解釈的分析を行っているが，創作活動についての分
析は行われていない。
　そこで，本稿では，まず小学校音楽科の創作活動で
求められる音楽科固有の知識・技能について整理した
うえで，基礎学力が重視されていた昭和36年出版と現
在使用されている令和２年出版の小学校音楽科教科書
の創作活動の特徴を，音楽科固有の知識・技能の視点
から明らかにすることを目的とする。そして，小学校
音楽科の創作活動における音楽科固有の知識・技能の
あり方について，２つの年代の比較から示唆を得たい。

２．知識・技能

2.1　知識論・学習論に基づいた教科固有の知識
　奈須・江間（2019）によると，長年にわたりわが国
の教育は，領域特殊的な知識・技能（領域固有知識）
を基盤とし，コンテンツ・ベイスであったが，近年は，
領域を超えて機能する汎用性の高い「資質・能力」を
軸とした，コンピテンシー・ベイスのカリキュラムと
授業の編み直しが模索されているとした（p.8）。これ
は，まさしく現行の学習指導要領につながっている。
そして，現行の学習指導要領の検討会において「論点
整理」として以下の３つの視点が示され，その位置付

けや意義の明示が求められた。３つの視点とは，「ア）
教科等を横断する汎用的なスキル（コンピテンシー）
等に関わるもの」「イ）教科等の本質にかかわるもの（教
科等ならではの見方・考え方など）」「ウ）教科等に固
有の知識や個別スキルに関するもの」である。そのな
かで，奈須・江間はコンピテンシー・ベイスの教育の
必要性を論じながらも，「『ウ）教科等に固有の知識や
個別スキルに関するもの』が位置付けられていること
からも明らかなように，コンピテンシー・ベイスの教
育においてもコンテンツは不可欠である。（中略）質
の高い問題解決は常に領域固有知識の効果的な活用を
伴う」（p.26）とし，その必要性を述べている。
　また，石井（2010）は，学力・学習論のなかで軽視
されがちであった科学的知識を身につけることについ
て，「現実を深く捉える枠組み」（p.172）であると意
味付けている。
　このように，コンピテンシーが重要視されるなかで
も，領域固有の知識・技能について，その意味が見出
されている。

2.2　音楽科における知識・技能の内容
　現行の小学校学習指導要領（音楽）では，創作活動
を「音楽づくり」と明記し，「創造性を発揮しながら
自分にとって価値ある音や音楽をつくるもの」として
おり，その学習内容について〈思考力・判断力，表現
力等〉〈知識〉〈技能〉から整理している。そのなかで，
知識としては，音の響きやそれらの組合せの特徴や，
音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴について気付
き（低・中学年）理解すること（高学年）が挙げられ
ている。技能としては，発想を生かした表現や思いに
合った表現をするため（低学年），または，思いや意
図に合った表現をするために（中・高学年），設定し
た条件に基づいて，即興的に音を選択したり組合せた
り，音楽の仕組みを用いて，音楽をつくることが挙げ
られている。
　これらの方向性をもとに，平野（2017）は，創作活
動を通して，音の特性や「カタチ」，民謡やフレーズ
の音楽的特徴といった音や音楽作品がもつ特徴や形式
を知ったり理解したりする知識と，表現・つなげる・
つくるという実際に創作ができる技能を育てたいとし
ている。
　さらに，平野ら（筑波大学附属小学校音楽科教育研
究部編，2016）は，音楽的な知識や技能，感覚を毎時
間少しずつ育てていく系統的な学習である常時活動を
取り入れながら音楽づくりの学習を積み重ねること
が，授業の構築に重要であるとしている（p.24）。そ
して，常時活動を通して習得を目指す知識・技能につ
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いて表１のように示している。

表１　常時活動で育てる技能及び知識

2017

pp.20-35

4 8

3

1 4

3

3 5

1 1

　常時活動で育てたい知識としては，次の内容が見ら
れる。これらは，いわゆる音楽科固有の内容である。

拍・音楽を特徴づけている要素・リズムパターン・終止
感・フレーズ感・音符の概念・ユニゾン・音程（音と音
の距離）・音色・拍子・強弱・速さ・読譜

　技能としては，次の内容が見られる。

・拍と体の動きを合わせる
・リズムを模倣したり，つくったりする
・簡単なリズム創作の基礎を養う
・リズムを表現する
・簡単な旋律をつくる
・まねしたり，即興的に演奏したりする
・旋律が歌えるようにする
・ハーモニーを作る
・自然で無理のない歌い方で表現する
・強弱や速さなどに気を付けて表現する

　これを見ると，音楽に合わせて体を動かしたり，歌っ
たりする活動に加えて，リズムを模倣したり，つくっ
たりする活動や，簡単な旋律をつくるといった音楽を
つくる活動が設定されている。つまり，創作活動を行
うためには，音楽科固有の内容と初歩的な音楽をつく
る力を含めた，知識や技能の継続的な学習が必要であ
ることを示している。
　また，三村（2017）は，音楽活動をする子どもたち
の観察から，「感覚的に獲得された知識や技能，音楽
的感性や音楽的感覚が蓄積」されることによって，「そ
れを活用・応用して学ぶことが可能」（p.21）になる
としている。さらに，現行の学習指導要領で求められ
ている音楽科の「見方・考え方」を可能にするには，
音楽能力の基礎・基本を身に付けることが必要である
とし，その育成の重要性を述べている（2018，p.21）。
つまり，音楽科固有の知識・技能を，活用や応用，「見
方・考え方」につながる音楽活動の土台と位置付けて
いる。また，「音楽科の学力構造」を，「基礎」「基本」

「表現・鑑賞」の３つの階層で示している（表２）。

表２　音楽科の学力構造

2015 pp.64-65

　三村は，「基礎」の育成を徹底したうえで，「基本」
の段階に進み，それらを基に次の段階である「表現・
鑑賞」において思考力・表現力・判断力を高めていく
ことを目指している。基礎的な音楽能力を基盤にする
ことで，音楽が発するニュアンスやメッセージを知覚・
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感受することができるようになり，創作活動や再表現
活動という音楽を生み出す行為における美的価値判断
につながると述べている（p.67）。つまり，音楽科固
有の知識・技能を音楽活動の必要不可欠な力として位
置付け，それらを段階的に習得することが系統性のあ
る学習につながり，授業における音楽活動の学びを保
証するものとしている。
　平野は知識と技能という具体的な内容を示したのに
対して，三村は身に付ける学力という枠で示している
ため，一概に比べることはできないが，その内容には
共通したり類似したりするものがある。例えば，リズ
ム感，フレーズ感，楽器奏法等は共通している。また，
拍子感と基本拍や拍節感，読譜と音楽的語彙，音色と
聴覚力は，類似している。つまり，リズムやフレーズ
などの音楽を形づくっている要素や，読譜，楽器演奏
などの音楽活動に必要な内容については，ともにその
必要性を指摘している。一方，異なる点もある。それは，
三村が「内的聴覚力（サイレントシンキング：頭のな
かで音が鳴る，頭のなかで歌える）」や「音楽的記憶」
といった実技教科ならではの内容も明記していること
である。しかし，これらは，音楽活動全般を支える内
容であり，音楽科固有の技能として捉えることができ
る。
　このように，様々な視点があるものの，子どもたち
の学びを深めようとするならば，音楽を形づくってい
る要素を把握させ，基礎的な実技の力を高める必要が
あると言える。

３．小学校音楽科教科書の分析

3.1　分析の方法
　分析の対象は，現在まで継続的に発行されている教
育出版及び教育芸術社の，昭和33年告示小学校学習指
導要領に基づいた小学校音楽科教科書（昭和36年発行）
と，令和２年に出版された現行の教科書とする。昭和
33年告示小学校学習指導要領に基づき，他にも多数の
出版社から教科書が発行されていたが 1），本稿では，
現在まで継続して出版されている上記の２社を取り扱
うこととする。これらの教科書に示された創作活動を
概観し，2.2で整理した内容を参考にしながら，その
内容に含まれる音楽科固有の知識・技能から視点を定
める。そして，個々の創作活動において必要とされる
知識・技能について，設定した視点に基づいて検討し，
その数を上記の各出版社における出版年ごとに表に整
理する。そこから，各教科書の創作活動に占める知識・
技能の割合等を算出し比較を行う。

3.2　分析の視点の設定
　分析の視点を設定するにあたり，音楽を形づくって
いる要素についての内容と，音楽の実技活動を支える
ための内容から分析の視点を設定した。例えば，リズ
ムづくりや，言葉がもつリズムを生かした歌づくりの
活動などからは，音楽を形づくっている要素である「リ
ズム感」の視点を設定した。また，歌いながら音楽を
つくる活動では，頭のなかで音が鳴り，さらに音高を
操作する必要があることから，音楽の実技活動を支え
るための「内的聴覚力」の視点を設定した。その他に，
音やリズムのモティーフを組合せて音楽をつくる活動
からは，「考える力（組合せ）」の視点を設定した。全
14の視点を，表３に示す。

表３　分析の視点と内容

　なお，現行の小学校学習指導要領では，知識は，曲
想と音楽の構造などとの関りについて理解し，表現・
鑑賞領域の活動に生かすものであり，技能は，思いや
意図に合った表現などをするために必要なものと分け
て示されている。
　しかし，実際の活動では，例えば「和声感」のよう
に，「和音の流れ」という辞書的な知識とともに，実
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際の和音の流れから感じとる感覚的な把握から，和音
を操作する技能的な要素の側面も含むため，本稿では

「知識・技能」に一括して扱うこととする。
　分析の際は，１つの創作活動のなかで，上記の活動
がいくつ含まれるかを数える。場合によっては，１つ
の活動に複数の視点が含まれるときもある。例えば，
ト長調４小節の旋律を歌いながらつくる場合は，調性
が指定され，歌いながらつくることから「調性感」と「内
的聴覚力」が見出されるほか，まとまりのある曲とす
るために「拍子感」と「終止感」が加わり，結果とし
て４つの視点が含まれると判断した。

４．分析の結果と考察

4.1.　昭和36年出版の教科書
4.1.1　教育出版　『標準　小学生の音楽』
　創作活動は，全学年を通して34設けられており，そ
のうち，旋律をつくる活動（歌を含む）が最も多く，
25あった。旋律をつくる活動として，低学年では，言
葉のまとまりで区切って示された歌詞を歌いながらふ
しをつくる活動が見られた。その一例を次に示す。

すきな　ふしで　うたって　みましょう。
「かわいい　こえで　ぴい　ぴい　ぴい」

　言葉のリズムを拍のなかに組み込みつつ旋律をつく
る活動であることから，リズム感と拍子感が求められ
ていると言える。また，歌いながらつくるため，子ど
もたち自身に頭のなかで音を鳴らしたり歌ったりでき
る，ある程度の内的聴覚力が必要であると想定される。
また，中学年では，区切られた歌詞が示され，歌いな
がら８小節のふしをつくる活動が見られた。その一例
を次に示す。

つぎの　つづきのふしを作りましょう。
しとしと｜ふります｜ぎんのあ｜め
おいけの｜すいれん｜ぬれてま｜す｜｜

　歌詞が小節線のような縦線によって一定のまとまり
で区切られていることから，拍子感のある歌づくりが
想定されている。他にも，８小節の旋律の終わり３小
節をつくる活動があり，ここでは，終止感が求められ
ていると言える。また，中学年以降になると，写譜や
記譜など読譜・記譜力を必要とする活動が見られる。
さらに，高学年では，やや長めの情緒的な文をもとに，
歌いながら旋律をつくる活動が見られた。その一例を
次に示す。

つぎの二つの詩を読んで，詩の気もちを表わす旋律を作
りましょう。
銀のスロープ　こな雪ちらし　ストックかざせば　心が
おどる　
いさり火　遠くゆれている　日ぐれの港は　かなしいな

　言葉が８つに区分されていることから，４または８
小節程度の旋律（歌）をつくる活動であると想定でき
る。また，２種類の歌詞には，楽しさや寂しさのよう
な心象が含まれており，さらに直前に長調や短調の説
明が見られたことから，いわゆる調性感を意識してい
ると推測される。ただし，教育出版では，中学年以降
旋律をつくる活動において，創作の具体的な手立てが
示されていない事例が散見された。
　その他の創作活動として，写譜や，聴音の活動，動
物の鳴きまね，歌に劇をつけるものがあった。動物の
鳴きまねと，歌に劇をつける活動については，どの視
点にも当てはまらなかったため，該当なしに区分した。
　抽出された知識・技能の数を表４に示す。全学年を
通して，該当なしを除き９の視点が用いられており，
抽出された視点の総数は106であった。特に，内的聴
覚力，拍子感，リズム感が，それぞれ25，22，20と多
く，これらは，全学年で必要とされている。また，３
年生以降では読譜・記譜力が，４年生以降では終止感
や調性感などが追加されている。

表４　各学年の創作活動における知識・技能の数
（昭和36年　教育出版）

1 2 3 4 5 6

 3 7 7 5 7 5 34

 2 6 5 4 5 3 25

 2 6 4 2 3 3 20

2 1 3 

 2 4 4 4 4 4 22

 3 4 3 10

0 

 2 3 2 7 

 2 1 3 

 5 5  2 12

 2 2 

0 

0 

0 

 1 1 2 

 7 19 19 20 23 18 106
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4.1.2　教育芸術社　『○年生の音楽』
　創作活動は，全学年を通して42設けられており，そ
のうち旋律をつくる活動（歌を含む）が最も多く，40
あった。旋律をつくる活動として，低学年では，一定
の拍の流れのなかで，短い歌詞に歌いながらふしをつ
くる活動が見られた。その一例を次に示す。

てを　うちながら　すきな　ふしで　うたいましょう。
（１）きた かぜ ぴー ぴー つめ たい な
（２）ぷー ぷー とう ふー とう ふー

　手を打ち歌いながらつくるためには，拍感と内的聴
覚力が必要である。また，中学年では，指定された階
名で歌いながらふしをつくったり，記譜したりする活
動が見られた。その一例を次に示す。

1． 下の階名（ドレミ）とリズムで，歌ったり五線に書
いたりしましょう。

 ソファミ｜ファミレ｜ドレミファ｜レー｜｜
2． このふしをまねて，つづきのふしを　階名（ドレミ）

で歌いましょう。

　階名が小節線のような縦線で区切られていることか
ら，拍子感のある歌づくりが想定されている。また，
五線に記す活動が加わり，記譜力が求められている。
さらに高学年（５年生）では，一部形式の旋律創作や，
つくった旋律を記譜したり歌詞を付けたりする活動が
見られた。その一例を次に示す。

（イ）（ロ）に続けて，一部形式の歌を作りましょう。
1． よびかけのふしとこたえのふしは，似た形にしましょう。
2． 五線に書いて，すきな言葉を付けてみましょう。

（イ）（ロ）には，２小節の旋律モティーフが示されている。

　一部形式のまとまりのある旋律（歌）をつくるため
には，拍子感，リズム感，調性感に加えて，終止感も
必要となる。なお，教育芸術社では，旋律をつくる活
動において，児童が活用する要素を限定したり，あら
かじめモティーフの音型を提示したりするなどの配慮
が見られた。
　その他，動物の鳴きまね，歌に劇をつける活動があっ
たが，それらについては，どの視点にも当てはまらな
かったため，該当なしに区分した。
　抽出された知識・技能の数を表５に示す。全学年を
通して，該当なしを除き８の視点が用いられており，
抽出された視点の総数は，112であった。特に，内的
聴覚力，リズム感，拍子感が，それぞれ35，25，23と

多く，これらは全学年で必要とされている。また，４
年生以降では，読譜・記譜力，終止感，調性感が追加
されている。

表５　各学年の創作活動における知識・技能の数
（昭和36年　教育芸術社）

1 2 3 4 5 6

 3 7 7 5 7 5 42

 4 6 5 8 7 5 35

 4 6 3 3 3 4 23

 4 3 1 8 

 4 3 5 8 5 25

 1 1 

0 

 1 2 3 6 

 0 

3 2  3 8 

1  2  1 4 

0 

0 

0 

 1 1 2 

 13 21 14 21 22 21 112

4.2　令和２年出版の教科書
4.2.1　教育出版　『小学音楽　音楽のおくりもの』
　創作活動は，全学年を通して40設けられており，そ
のうち主な活動として，旋律をつくる活動（歌を含む）
が16あったほか，リズムをつくる活動が15，アンサン
ブルをつくる活動が５あった。
　旋律をつくる活動としては，４年生で以下のような
リコーダーを用いた旋律創作が見られた。

音の動き方を生かしてせんりつをつくろう
1 ソラシドレから音を選んで，♩♩♩ のリズムでリ

コーダーをふいてみよう。そのとき，高くなったり
低くなったりする音の動き方に注目しよう。

2 はくにのって，作った音型を友達とつなげながらふ
いてみよう。

3 ４人ぐらいのグループになり，それぞれの音型をつ
なげて４小節のせんりつをつくろう。まとまりのあ
るせんりつにするためには，どうしたらよいかな。

　リコーダーを用いるため，楽器演奏の力が必要にな
るが，歌いながらつくる場合のような内的聴覚力は必
要としない。旋律をつくる活動のなかには，わらべ歌
風の応答唱の創作も見られたが，多くは楽器の使用を
伴っており，楽器演奏の力が求められる形となってい
る。また５年生においては，和音に合わせて旋律をつ
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くる活動が見られた。その一例を次に示す。

和音に合わせてせんりつをつくろう
４小節のせんりつをつくろう
ルール
・ 和音の進み方は「茶色の小びん」と同じです。
・ 使う音　ドレミファソラシド
・ 拍子　　４分の４拍子
・ 各小節の初めの音は，和音の音のどれかから始める。
・ 最後の小節の最後の音はドで終わる。
・ 和音に合わせて，歌ったり演そうしたりしながらつく

る。

「茶色の小瓶」：歌唱教材として既習の曲。活動を一部抜粋

　これを見ると，既習曲の和音進行を援用しつつ，使
用する音名，拍子，旋律の開始音と終始音があらかじ
め指定されており，音楽をつくる際のルールとなって
いる。また，ルールに従いつつ，和音にあった旋律を
模索させる活動であることから，和音のつなげ方や曲
の終わり方を知らない子どもでも取り組みやすいう
え，つくる過程を通してそれらを感得できる内容と
なっている。
　その他の活動として，つなげ方・重ね方を考えたり，
思いや意図を表現したりする活動が１年生以外の全て
の学年で見られた。例えば３年生では，次のような活
動がある。

1 楽器をえらぼう。
2 楽器の音をたしかめよう。
3 カードをえらんで，音で表してみよう。
 （カードには大きさの異なる円や三角形などの図形が

記されており，その中から１枚選ぶ。図形から得た
印象をもとに楽器を鳴らす。）

4 カードをつなげてえんそうしよう。
 （友達の演奏とつなげる）

　ここでは，音色をききとる聴覚力と，思いや意図を
もって音をどのようにつなげるかを考える力が求めら
れる。
　また，基本的には拍子に基づいた活動であるが，

「しーん」という擬音語を様々な声色で表現する活動
や，動物の鳴きまねをする活動など，拍子に基づかな
い活動も設けられている。動物の鳴きまねをする活動
と楽器を手作りする活動については，どの視点にも当
てはまらなかったため，該当なしに区分した。
　抽出された知識・技能の数を表６に示す。全学年を
通して，該当なしを除き９の視点が用いられており，
抽出された視点の総数は，89であった。
　特に，拍子感，楽器演奏，リズム感が，それぞれ
29，20，15と多く，これらは全ての学年で必要とされ

ている。また，１～３年生では，聴覚力を必要とする
活動が見られる。

表６　各学年の創作活動における知識・技能の数
（令和2年　教育出版）

1 2 3 4 5 6

 10 9 8 5 4 4 40

 1 1 1 3 

 3 4 1 2 2 3 15

11

 7 5 5 5 4 3 29

0

11

0

0

0

 3 3 5 4 2 3 20

5122

1 3 3 2 2 11

1 1 2 

22

 18 16 16 14 12 13 89

4.2.2　教育芸術社　『小年生の音楽』
　創作活動は，全学年を通して22設けられており，そ
のうち主な活動として，旋律をつくる活動（歌を含む）
が９の他に，リズムをつくる活動が４，アンサンブル
をつくる活動が３あった。拍子に基づいた活動が多い
が，視覚的なイメージを音で表現する活動など，拍子
感を必要としない活動も見られた。
　旋律をつくる活動は，限定された音を用いて行われ
ており，その一例として，４年生では次のような活動
が見られた。

５つの音で，せんりつをつくりましょう。
1 下の５つの音とリズムを使って4／4拍子で２小節の

旋律をつくりましょう。最後はラかレの音で終わり
ましょう。

2 ２人の組になって，つくったせんりつをつなげましょう。

　この活動では，使用する音が５つに限定され，さら
にリズムと拍子が固定されているため，音を選ぶこと
のみにより旋律をつくることができる。活動の際には，
リコーダーで演奏するため，楽器演奏の力が必要とな
る。加えて，旋律のつなげ方を工夫するために，考え
る力が求められる。また，６年生では，和音の構成音
を用いて旋律をつくるなかで，和音のつながりを感じ
させる内容も見られた。
　アンサンブルをつくる活動は，指定された音やリズ
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ムからモティーフをつくり，それらを組合せてつくる
活動となっている。その一例として，５年生では次の
ような活動が見られた。

打楽器の音色や音楽の仕組みを生かして，リズムアンサ
ンブルをつくりましょう。
1 楽器の材質や音の響きに気を付けながら，色々な楽

器を鳴らして音の特徴を確かめましょう。
2 音の特徴に気を付けながら，グループごとにアンサ

ンブルに使う楽器を選びましょう。
 （略）
4 選んだ楽器でリズム１～リズム６を演奏し，好きな

リズムを1つ選びましょう。
 （略）
6 下の例を参考にしながら，選んだ打楽器とリズムを

使い，音楽の仕組みを生かして自分たちのリズムア
ンサンブルをつくりましょう。

　ここでは，楽器やリズムを選んだり重ねたりするな
かで，思いや意図をもったり，組合せを考えたりする
ことが求められている。
　互いの声をまねする活動については，どの視点にも
当てはまらなかったため，該当なしに区分した。
　抽出された知識・技能の数を表７に示す。全学年を
通して，該当なしを除き６の視点が用いられており，
抽出された視点の総数は，45であった。特に，拍子感，
楽器演奏，リズム感が，それぞれ16，９，７となって
おり，すべての学年でそれらが必要とされている。ま
た，考える（思いや意図）が１年生で，考える（組合
せ）が２年生以降に見られる。

表７　各学年の創作活動における知識・技能の数
（令和２年　教育芸術社）

 1 2 3 4 5 6

 5 5 4 4 2 2 22

0 

 1 1 1 1 1 2 7 

0

 2 4 3 3 2 2 16

0

0

0

0

0

 2 2 2 1 1 1 9 

211

 2 1 3 2 1 9 

1     1 
1     1 

546687018

５．考察

5.1　昭和36年と令和２年出版の教科書における創作
活動の比較

　各出版年における教科書の創作活動に占める知識・
技能の割合を表８に示す。

表８　各教科書の創作活動に占める知識・技能の割合

36 2

23.6 31.3 3.4 0 

18.9 20.5 16.9 15.6 

2.8 7.1 1.1 0.0 

20.8 22.3 32.6 35.6 

9.4 0.9 0 0 

0 0 1.1 0 

6.6 5.4 0 0 

2.8 0.0 0 0 

11.3 7.1 0 0 

1.9 3.6 22.5 20.0 

0 0 5.6 4.4 

 0 0 12.4 20.0 

0 0 2.2 2.2 

1.9 1.8 2.2 2.2 

　昭和36年の教科書では，両社ともに内的聴覚力の割
合が最も多く，教育出版で23.6%，教育芸術社で31.3%
を占めている。次いで拍子感が，教育出版で20.8%，
教育芸術社で22.3%，リズム感が教育出版で18.9%，教
育芸術社で20.5% となっている。一方，令和２年の教
科書では，両社ともに拍子感の割合が最も多く，教
育出版で32.6%，教育芸術社で35.6% を占めている。
次いで，楽器演奏が教育出版で22.5%，教育芸術社で
20.0%，リズム感が教育出版で16.9%，教育芸術社で
15.6% となっている。
　昭和36年と令和２年で比較すると，両社ともにリズ
ム感と拍子感が大きな割合を占めている。そして，内
的聴覚力，調性感，読譜・記譜力の割合が，昭和36年
では高いものの，令和２年においては少なく，値が０
となる場合も見られる。一方，楽器演奏，聴覚力，考
える（組合せ・思いや意図）の割合は，令和２年に多
く，昭和36年においては少ない。
　これらのことから，昭和36年と令和２年は，ともに
リズム感と拍子感を多く扱う一方で，異なる傾向も見
ることができる。まず，昭和36年においては，内的聴
覚力を筆頭に，調性感や読譜・記譜力の割合も高いこ
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とから，頭のなかで音を思い描くことができる力を前
提とし，音楽の様相について理解し，楽譜の読み書き
も必要とされる活動が多いと言える。一方，令和２年
においては，楽器演奏，聴覚力，考える力の割合も高
いことから，楽器を演奏したり，音を聴いたりしなが
ら，思索を深める活動である傾向にある。
　ここで，１つの活動に含まれる知識・技能の割合を
見るために，知識・技能の合計数を活動数で割った値

（M.T.=Multiple Total）を表９に示す。

表９　創作活動1つあたりに含まれる知識・技能の割合

 M.T.

36 106 34 311.8

112 42 266.7

2 89 40 222.5

45 22 204.5 

　これを見ると昭和36年と令和２年で，教育出版
は， 311.8% から222.5%，教育芸術社は，266.7% から
204.5% と減少している。その差は教育出版で約90ポ
イント，教育芸術社で約60ポイントに及ぶ。このこと
から，現在の創作活動は，昭和36年に比べ，少ない知
識・技能で実施できる傾向にあると言える。

5.2　知識・技能から見た創作活動の特徴
　昭和36年と令和２年の教科書で必要とされる知識・
技能が異なる要因として，活動内容の違いが挙げられ
る。昭和36年の創作活動は，主に歌いながら旋律をつ
くることが求められており，活動を成立させるために
内的聴覚力が必要とされた。この内的聴覚力のもとと
なる音高感は，その習得が容易ではないため（長谷
川，2001），これを前提とした場合，子どもによって
は取り組むこと自体のハードルが高かったと考えられ
る。加えて，調性や形式に基づいた，いわゆる古典的
な西洋音楽の旋律創作の活動が多く，拍感や拍子感，
リズム感，終止感といった複数の音楽固有の知識・技
能を必要とすることが特徴と言える。一方，令和２年
の教科書における創作活動は，楽器を鳴らしながらつ
くることを想定しているため，児童の内的聴覚力が備
わっているかどうかに関わらず，音楽をつくることが
可能となり，取り組みへのハードルは下がったと考え
る。加えて，旋律創作・リズム創作・アンサンブルの
創作など活動が多岐にわたり，求められる知識・技能
は，主にリズム感と拍子感などの比較的身に付きやす
いものに限定されている。また，和声感などは，活動
を通して感じ取らせる配慮が見られたことも，昭和36

年には見られなかった傾向である。昭和36年の教科書
では，創作活動を行うために，あらかじめ必要であっ
た知識・技能が，令和２年の教科書では，終止感や和
声感のように活動を通して感じ取る流れになるなど，
知識・技能と活動の位置付けが異なるものが見られる
ようになった。そして，考える力（組合せ）・（思いや
意図）によって音楽をつくる活動が多いことも特徴と
言える。この，組合せ・思いや意図など考える活動は，
音楽科固有の知識・技能というよりも，思考力や表現
力，判断力である。
　これらのことから，昭和36年では，多くの音楽科固
有の知識・技能を使いながら西洋音楽のスタイルに基
づいた創作活動を行い，令和２年では，必要とする知
識・技能を絞り，活動のバリエーションを増やしたう
えで，思考力・判断力・表現力を活用した創作活動を
行う特徴が明らかとなった。

5.3　教科書における創作活動についての示唆
　思考力・判断力・表現力は，現在重視されている力
である。しかし，扱われる知識・技能が減ることによ
り，深い学びの可能性が狭まる懸念もある。なぜなら
ば，現行の学習指導要領にあるコンピテンシーの涵養
において，教科固有の知識・技能を学ぶことは不可欠
だからである。このことは，創作活動においても同様
である。もちろん，知識・技能は，創作活動だけでな
く，歌唱や器楽，鑑賞を含めた活動全体を通して学ぶ
ものであり，また，その時々によって学校教育で身に
付けることが求められる知識・技能も異なってくる。
しかし，知識・技能の習得が難しいからという理由で
退けてしまうのでなく，様々な知識・技能と関わりな
がら創作活動が行えるよう，配慮する必要があると考
える。そのように捉えると，昭和36年における創作活
動は，多くの知識・技能と関わることのできる活動を
提案していたとも言えるのではないだろうか。

６．今後の課題

　本研究は，創作活動の内容に着目しており，活動の
目的についての言及がない。また，目的の背景にある，
学習指導要領や，さらにはその当時の時代背景などの
影響も視野に入れた，知識・技能の視点についての検
討が必要と言える。学校教育における創作活動は，時
代の要請に応じて，必要とされたり，注目されたりす
る知識・技能が含まれる一方，共通して見られた知識・
技能もあった。このような普遍的に必要とされる知識・
技能を見出すため，今回扱わなかった出版年の教科書
を含めた研究が必要であると考える。
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【注】

１）昭和33年の学習指導要領に基づいて発行された教
科書は，教育出版，教育芸術社の他に，日本書籍，
東京書籍，学校図書，二葉図書，音楽之友社，音楽
教育図書がある。
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